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資
料
年
代
19
45
 
19
46
 
19
47
 
19
48
 
19
49
 
19
50
 
19
51
 
19
52
 
社
会
福
祉
関
係
主
要
テ
ー
マ
占
領
軍
連
合
国
総
司
令
部
（
G
H
Q
）
を
設
置
、「
救
済
な
ら
び
に
福
祉
計
画
に
関
す
る
件
」、
生
活
困
窮
者
緊
急
生
活
援
護
要
綱
G
H
Q
「
社
会
救
済
に
関
す
る
件
」、
ラ
ラ
（
L
A
R
A
 ア
ジ
ア
救
援
団
体
）
物
資
児
童
福
祉
法
保
健
所
法
施
行
令
改
正 厚
生
省
設
置
法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
生
活
保
護
法
社
会
福
祉
事
業
法
ラ
ラ
物
資
援
助
終
了
、
世
帯
更
正
運
動
実
施
に
関
す
る
基
本
事
項
高
齢
者
関
係
時
事
／
法
令
／
訴
訟
／
な
ど
平
均
寿
命
男
性
5
0
歳
女
性
54
歳
東
京
で
戦
後
第
１
回
全
国
養
老
事
業
大
会
開
催
（
浴
風
園
）
兵
庫
県
１
５
日
を
と
し
よ
り
の
日
と
制
定
（
15
日
～
21
日
を
敬
老
週
間
と
し
て
運
動
を
展
開
）、
大
阪
市
内
に
日
本
初
の
老
人
ク
ラ
ブ
発
足
日
本
人
平
均
寿
命
6
0
年
に
（
厚
生
省
発
表
）
「
と
し
よ
り
の
日
」
全
国
規
模
で
制
定
（
中
央
社
会
福
祉
審
議
会
）
東
京
・
新
宿
生
活
館
誕
生
主
要
な
課
題
（
学
会
シ
ン
ポ
テ
ー
マ
）
国
際
老
年
学
発
足
主
要
な
出
来
事
時
事
／
▲
文
学
作
品
／
な
ど
新
憲
法
公
布
町
内
会
・
隣
組
廃
止
改
正
民
法
（
家
制
度
を
廃
止
）
国
連
総
会
決
議
（
高
齢
者
の
権
利
宣
言
案
）
朝
鮮
戦
争
始
ま
る
町
内
会
・
部
落
会
禁
止
の
勅
令
失
効
（
以
後
町
内
会
・
隣
組
が
復
活
）
厚
生
白
書
の
タ
イ
ト
ル
老
人
福
祉
に
関
す
る
記
述
特
徴
点
朝
日
新
聞
の
社
説
（
老
人
関
連
）
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日
本
社
会
福
祉
学
会
発
足
第
１
回
日
本
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
学
会
（
東
京
）
日
本
老
年
学
会
（
日
本
老
年
医
学
会
と
日
本
老
年
社
会
科
学
会
と
の
連
合
体
）
発
足
第
５
回
国
際
老
年
学
会
（
社
会
福
祉
部
会
新
設
）
老
令
者
福
祉
－
老
人
問
題
（
6
4
-
67
）
老
齢
者
福
祉
－
老
人
福
祉
の
中
核
は
所
得
保
障
（
17
1-
17
5）
老
人
問
題
（
4
2
-
53
）、
老
人
福
祉
（
18
5-
18
6）
老
齢
者
福
祉
（
22
7-
22
8）
老
齢
者
福
祉
（
15
1-
15
3）
19
53
 
19
54
 
19
55
 
19
56
 
19
57
 
19
58
 
19
59
 
19
60
 
第
１
回
厚
生
省
「
厚
生
白
書
」
発
表
「
国
民
皆
保
険
・
皆
年
金
制
度
」
確
立
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
（
現
知
的
障
害
者
福
祉
法
）
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
収
容
等
の
措
置
の
実
施
に
つ
い
て
、
こ
の
年
熊
本
慈
愛
園
の
潮
谷
総
一
郎
ら
老
人
福
祉
法
私
案
を
作
成
横
浜
・
聖
母
の
園
養
老
院
で
火
災
、「
養
老
施
設
、
救
護
法
施
設
及
び
更
正
施
設
に
設
置
す
る
診
療
及
び
休
養
の
た
め
の
設
備
に
つ
い
て
」
大
分
県
議
会
全
国
初
の
養
老
年
金
条
例
可
決
、
長
野
県
家
庭
養
護
婦
派
遣
事
業
を
開
始
　
第
１
回
老
人
大
会
（
新
宿
生
活
館
）
「
と
し
よ
り
の
日
」
全
国
規
模
で
制
定
、
全
社
協
第
１
回
「
老
人
の
健
康
と
福
祉
を
高
め
る
国
民
会
議
」
開
催
平
均
寿
命
男
性
６
５
歳
　
女
性
７
０
歳
岩
手
県
沢
内
村
全
国
初
の
老
人
医
療
無
料
化
実
施
熊
本
・
水
俣
病
発
生
、
電
気
冷
蔵
庫
，
電
気
洗
濯
機
，
テ
レ
ビ
（
三
種
の
神
器
)
森
永
乳
業
ヒ
素
中
毒
事
件
発
生
、「
経
済
自
立
５
カ
年
計
画
」
を
閣
議
決
定
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」（
経
済
白
書
）
な
べ
底
不
況
、
▲
深
沢
七
郎
「
楢
山
節
考
」
刊
行
伊
勢
湾
台
風
、
岩
戸
景
気
国
民
所
得
倍
増
論
(池
田
内
閣
)、
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
鈴
木
哲
太
郎
訳
「
ゆ
た
か
な
社
会
」、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
ロ
ー
マ
大
会
）
国
民
の
生
活
と
健
康
は
い
か
に
守
ら
れ
て
い
る
か
貧
困
と
疾
病
の
追
放
国
民
生
活
と
社
会
保
障
－
厚
生
省
創
立
2
0
周
年
記
念
号
－
福
祉
計
画
と
人
間
の
福
祉
の
た
め
の
投
資 福
祉
国
家
へ
の
途
老
人
問
題
、
人
口
の
老
令
化
、
老
令
福
祉
の
途
/
所
得
の
保
障
、
保
護
施
設
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
老
齢
人
口
増
加
の
傾
向
/
「
敬
老
年
金
」「
養
老
年
金
」
実
施
自
治
体
、
生
活
保
護
に
し
め
る
高
齢
者
世
帯
の
割
合
、「
と
し
よ
り
の
日
」
に
つ
い
て
老
齢
と
職
業
、
所
得
、
生
活
の
実
態
、
所
得
面
で
の
社
会
的
扶
養
を
強
調 老
人
ク
ラ
ブ
、
と
し
よ
り
の
日
老
齢
者
対
策
は
、
所
得
の
保
障
、
健
康
の
維
持
、
社
会
福
祉
の
三
部
門
老
人
の
生
活
保
障
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老
人
福
祉
（
20
8-
21
2）
老
人
の
福
祉
（
53
-5
6）
老
人
の
福
祉
（
16
9-
17
5）
老
人
（
老
人
福
祉
）（
22
5-
23
1）
老
人
の
福
祉
（
29
8-
30
3)
安
定
し
た
老
後
（
2
2
-2
7
）
老
人
の
福
祉
－
老
人
の
生
活
と
現
状
な
ど
（
3
6
7
-
38
0）
19
61
 
19
62
 
19
63
 
19
64
 
19
65
 
19
66
 
19
67
 
社
会
福
祉
審
議
会
「
老
人
福
祉
施
策
の
推
進
に
関
す
る
意
見
具
申
」
協
議
会
基
本
要
項
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
つ
い
て
第
１
回
老
人
大
会
（
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
協
主
催
）
老
人
家
庭
奉
仕
事
業
及
び
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
助
成
に
つ
い
て
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
費
国
庫
補
助
老
人
福
祉
法
公
布
、
中
高
年
齢
者
就
職
促
進
答
申
案
決
定
厚
生
省
社
会
局
に
老
人
福
祉
課
設
置
、
老
人
世
帯
向
け
公
営
住
宅
の
建
設
な
ど
に
つ
い
て
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
の
対
象
拡
大
（
要
保
護
か
ら
低
所
得
へ
）
琉
球
政
府
老
人
福
祉
法
公
布
、
国
民
の
祝
日
「
敬
老
の
日
」
制
定
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
施
行
に
つ
い
て
、
国
民
年
金
法
改
正
（
夫
婦
で
１
万
円
年
金
）
全
国
初
の
「
寝
た
き
り
老
人
の
実
態
調
査
」（
東
社
協
）
東
京
オ
リ
ッ
ピ
ッ
ク
開
催
住
民
登
録
に
よ
る
総
人
口
が
１
億
人
を
突
破 美
濃
部
東
京
都
知
事
初
当
選
変
動
す
る
社
会
と
厚
生
行
政 人
口
革
命
健
康
と
福
祉
社
会
開
発
の
推
進
4
0
年
代
の
道
標
生
活
に
密
着
し
た
行
政
刊
行
な
し
あ
た
か
も
老
人
ブ
ー
ム
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
対
策
の
真
剣
な
努
力
が
必
要
「
ニ
ー
ド
」
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
使
用
さ
れ
る
。
欧
米
の
福
祉
施
策
を
例
示 老
人
福
祉
法
の
制
定
に
つ
い
て
ふ
れ
る
/老
人
福
祉
事
業
の
現
状
に
つ
い
て
詳
細
に
ふ
れ
る
無
料
職
業
紹
介
事
業
に
つ
い
て
ふ
れ
る
昭
和
3
0
年
代
の
回
顧
、
老
人
福
祉
の
現
状
と
問
題
点
な
ど
に
ふ
れ
て
い
る 都
市
と
農
村
に
け
る
老
人
の
生
活
環
境
や
社
会
環
境
の
問
題
、
子
ど
も
と
の
同
別
居
や
余
暇
利
用
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
、
「
ス
ー
プ
の
さ
め
な
い
距
離
」、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
の
必
要
性
を
強
調
老
人
の
生
活
保
障
に
適
切
な
配
慮
を
日
本
の
老
人
問
題
老
齢
者
の
医
療
保
障
問
題
/老
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
「
敬
老
」
か
ら
「
愛
老
」
へ
第
一
回
敬
老
の
日
に
…
…
老
人
の
心
を
い
た
わ
ろ
う
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老
人
の
福
祉
－
老
人
問
題
の
所
在
（
35
6-
36
9）
高
齢
者
の
生
活
の
充
実
（
2
2
-
27
）、
老
人
の
福
祉
－
老
人
問
題
の
所
在
と
そ
の
背
景
（
3
7
6
-
39
0）
総
論
（
4
-7
6
）、
老
人
の
福
祉
－
居
宅
福
祉
対
策
な
ど
（
4
2
1
-
42
7）
老
人
の
福
祉
－
老
人
問
題
の
現
状
と
将
来
（
45
5-
47
7）
老
人
の
福
祉
－
老
人
問
題
の
背
景
（
38
5-
40
8）
老
人
の
福
祉
－
概
説
、
人
口
の
高
齢
化
な
ど
（
43
1-
45
4）
19
68
 
19
69
 
19
70
 
19
71
 
19
72
 
19
73
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
基
本
要
項
（
全
社
協
）
東
京
都
社
会
福
祉
審
議
会
「
東
京
都
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
の
推
進
に
つ
い
て
」
中
央
社
会
福
祉
審
議
会
「
老
人
問
題
に
関
す
る
総
合
的
諸
施
策
に
つ
い
て
」
中
央
社
会
福
祉
審
議
会
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
社
会
福
祉
」、
社
会
福
祉
施
設
緊
急
整
備
５
カ
年
計
画
実
施
福
祉
元
年
と
呼
ば
れ
る
東
京
地
裁
　
老
齢
福
祉
年
金
の
夫
婦
受
給
制
限
を
違
憲
判
決
（
牧
野
訴
訟
）
「
居
宅
寝
た
き
り
老
人
実
態
調
査
」（
全
社
協
）
家
庭
奉
仕
員
派
遣
奉
仕
員
事
業
が
国
庫
補
助
、
兵
庫
県
い
な
み
野
学
園
開
設
（
全
国
初
の
高
齢
者
学
習
施
設
）
東
京
都
、
7
0
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費
無
料
化
6
5
歳
以
上
人
口
７
.１
％
に
、「
豊
か
な
老
後
の
国
民
会
議
」、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
の
指
導
に
つ
い
て
中
高
年
齢
者
等
の
雇
用
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
制
定
、
厚
生
省
「
一
人
暮
ら
し
老
人
実
態
調
査
発
表
（
5
4
万
人
）
」
、
タ
ー
ト
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
開
催
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
（
武
蔵
野
市
、
保
谷
市
で
ス
タ
ー
ト
）
、
老
人
ホ
ー
ム
を
「
収
容
の
場
」
か
ら
「
生
活
の
場
」
へ
総
理
府
「
老
人
問
題
懇
談
会
」
設
置
、
老
人
医
療
費
無
料
化
ス
タ
ー
ト
、
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
登
場
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
発
足
カ
一
、
ク
ー
ラ
ー
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
(新
三
種
の
神
器
)
万
国
博
覧
会
田
中
角
栄
，
日
本
列
島
改
造
論
▲
有
吉
佐
和
子
「
恍
惚
の
人
」
第
1
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
広
が
る
障
害
と
そ
の
克
服
繁
栄
へ
の
基
礎
条
件
老
齢
者
問
題
こ
ど
も
と
社
会 近
づ
く
年
金
時
代
転
機
に
立
つ
社
会
保
障
核
家
族
化
傾
向
の
問
題
と
し
て
、
所
得
減
少
と
と
も
に
心
身
の
老
衰
と
い
う
特
性
の
た
め
、
単
身
暮
ら
し
老
人
の
問
題
を
指
摘
は
じ
め
て
、
ね
た
き
り
老
人
対
策
の
必
要
性
が
ふ
れ
ら
れ
る
が
医
療
保
険
と
の
関
連
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
扶
養
意
識
の
減
退
、
自
殺
の
問
題
、
過
疎
・
過
密
問
題
「
豊
か
な
老
後
の
た
め
の
国
民
会
議
」
の
開
催
と
、
５
つ
の
国
民
的
目
標
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
は
じ
め
て
、
生
き
が
い
の
問
題
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
老
人
ホ
ー
ム
は
、「
収
容
の
場
」
か
ら
「
生
活
の
場
」
へ
老
人
福
祉
の
充
実
を
老
人
に
社
会
参
加
の
場
を
与
え
よ
「
敬
老
」
と
は
な
に
か 生
活
保
障
中
心
の
多
角
的
老
人
対
策
を
「
敬
老
の
日
」
に
思
う ”
棄
老
”
対
策
に
お
ち
い
る
な
